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第１章

　アジャイル開発とは



アジャイル開発とは

� 変更があることを前提としてイテレーション（反復）開発を行っ
ていき、実装、テスト、リリースを繰り返し開発を進める手法
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アジャイル開発の特徴

� 仕様書等のドキュメント作成は必要最低限の作成のみ
　 中間のドキュメントは作成せず、最終成果物に対する、

　 ドキュメントの作成を行う

� 開発期間を短期間に区切り機能の作成、リリースを繰り返す
　　ため、動作するものを早い段階でユーザーが確認できる

� 開発当初にリリース計画を設定し、計画に沿って開発を行う
� リリースリリースリリースリリース計画計画計画計画

　　　何番目のイテレーション（反復）で何を実装するか

　　　短期間のスケジュールを作成していくこと



ウォーターフォール開発とは

� 開発工程を要件定義、設計、開発、テストとし、各工程を順に
行う開発手法のこと

図図図図２２２２．．．．ウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォール開発開発開発開発のののの流流流流れれれれ



ウォーターフォール開発の特徴

� 要件定義⇒基本設計⇒詳細設計⇒・・・のように工程ごとに
開発サイクルを分割できるため、作業状況を明確に把握する

ことが可能

� プログラム開発前に要件を決めることによりスケジュールの
遅延や要求するシステムとの差異を低減することが可能



各開発の比較

ウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォールウォーターフォール開発開発開発開発 アジャイルアジャイルアジャイルアジャイル開発開発開発開発

スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール 各工程が決まっているのでス

ケジュール作成や管理が容易

終了時期が明確でないため全

体スケジュールの作成が困難

要求要求要求要求のののの変更変更変更変更

があったがあったがあったがあった場合場合場合場合

前工程に戻る場合が多く対応

が困難

変更があることを考慮して

開発を行うため要求の変更に

対応しやすい

リリースリリースリリースリリース回数回数回数回数 １回 複数回

設計書設計書設計書設計書 詳細に表記

開発前に作成

必要最低限の表記

最終成果物に対し作成

ユーザーユーザーユーザーユーザーによによによによ

るるるる動作確認動作確認動作確認動作確認

開発終盤で確認 各イテレーションごとに確認



調査課題

� 小さい単位で実装、テスト、レビューを繰り返すため、全体の
スケジュールや進捗を把握しにくい

また、最終リリースを厳密に定めることは厳しい

� 大規模なシステム開発では収拾をつけにくい

� 手段と目的が置き換わる場合がある

イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション１１１１ イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション２２２２リリースリリースリリースリリース計画計画計画計画

開発

終了

目的手段 目的



調査目的

一般的に言われている問題を調査し、開発を通して

検討することでアジャイル開発について理解を深める



第２章

　システム開発実践 及び感想



開発の流れ

� 以下以下以下以下のののの流流流流れをれをれをれを意識意識意識意識してしてしてして開発開発開発開発にににに着手着手着手着手。。。。

1. 開発要件開発要件開発要件開発要件のののの確認確認確認確認

2. 開発計画開発計画開発計画開発計画のののの設定設定設定設定

3. 開発開発開発開発

4. リリースリリースリリースリリース

5. 開発終了開発終了開発終了開発終了

１イテレーション目

○○機能の

実装

××機能の

実装

要件定義

開発計画

ドキュメン

ト

Nイテレーション目

・・・・・

ここのここのここのここのサイクルサイクルサイクルサイクルをををを

繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす

開発

終了



開発要件

システムシステムシステムシステム概要概要概要概要 ：　：　：　：　美容室美容室美容室美容室のののの予約予約予約予約システムシステムシステムシステム

操作者操作者操作者操作者 ：　：　：　：　店内店内店内店内スタッフスタッフスタッフスタッフ

運用想定運用想定運用想定運用想定 ：　：　：　：　おおおお客客客客からのからのからのからの電話電話電話電話がががが来来来来たたたた際際際際にににに、、、、

　　　　　　　　スタッフスタッフスタッフスタッフがそのがそのがそのがその場場場場でででで予約参照予約参照予約参照予約参照/登録登録登録登録をををを
　　　　　　　　行行行行うことをうことをうことをうことを想定想定想定想定。。。。



想定運用

店内スタッフお客様

××時から・・・

○△さんを・・・

予約ですね。

それなら・・・

予約の

参照と登録

運用例運用例運用例運用例



システムに必要な機能

� 担当者別担当者別担当者別担当者別、、、、日別日別日別日別、、、、月別等月別等月別等月別等でででで予約予約予約予約がががが参照可能参照可能参照可能参照可能。。。。

� 予約予約予約予約のののの登録登録登録登録（（（（日時日時日時日時、、、、メニューメニューメニューメニュー等等等等））））

� 前回前回前回前回のののの情報情報情報情報をををを表示表示表示表示

� 担当者担当者担当者担当者マスタマスタマスタマスタ

　（　（　（　（画面画面画面画面はははは無無無無くてよいがくてよいがくてよいがくてよいが、、、、複数担当者複数担当者複数担当者複数担当者をををを扱扱扱扱えることえることえることえること。）。）。）。）



クライアントからの要求

� 予約予約予約予約のののの空空空空いているいているいているいている日日日日がすぐにわかるようながすぐにわかるようながすぐにわかるようながすぐにわかるようなシステムシステムシステムシステム

� 操作性操作性操作性操作性がよいがよいがよいがよいシステムシステムシステムシステム（（（（操作操作操作操作がががが簡単簡単簡単簡単））））

� おおおお客様検索客様検索客様検索客様検索がすぐにがすぐにがすぐにがすぐに出出出出るようなるようなるようなるようなシステムシステムシステムシステム

　　（　　（　　（　　（電話番号電話番号電話番号電話番号＆＆＆＆氏名検索氏名検索氏名検索氏名検索などなどなどなど））））



開発計画（全体）

　　　　今回今回今回今回はははは、、、、開発開発開発開発イテレーションイテレーションイテレーションイテレーションはははは「「「「３３３３サイクルサイクルサイクルサイクル」」」」としとしとしとし、、、、

　　　　３３３３回回回回ののののイテレーションイテレーションイテレーションイテレーションにてにてにてにて、、、、システムシステムシステムシステムのののの完成完成完成完成をををを目指目指目指目指すすすす。。。。

WF型開発の繰り返し
と何が違うのか？

１イテレーション目

予約参照

機能

要件定義

開発計画

ドキュメン

ト

２イテレーション目

予約登録

機能

３イテレーション目

その他の

必要機能

開発

終了

最終イメージはあるが、

確定ではない。

要件定義書、設計書が

ない状態で開発に入る

ことに戸惑いを感じた。



システム開発環境

・クライアント画面

Microsoft Visual Studio 2010

・データベース

Microsoft SQL Server 2012



以下以下以下以下のののの機能機能機能機能をををを実装実装実装実装するするするする。。。。

�担当者別、日別、月別等で予約が参照可能。
�担当者マスタ

１イテレーション目の開発計画

１イテレーション目

予約参照予約参照予約参照予約参照

機能機能機能機能

要件定義

開発計画

ドキュメン

ト

２イテレーション目

予約登録

機能

３イテレーション目

その他の

必要機能

開発

終了



１イテレーション目の開発

開発中・・・・



１１１１イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション目完了時目完了時目完了時目完了時ののののシステムシステムシステムシステム画面画面画面画面

処理は、共通化や関数化を

意識する必要がある

一部分の機能に過ぎない為、

画面イメージも最終形を

意識する必要あり。



１１１１イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション完了時完了時完了時完了時ののののドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

製造時製造時製造時製造時にににに作成作成作成作成したしたしたした資料資料資料資料

�DB設計書設計書設計書設計書

�画面画面画面画面イメージイメージイメージイメージ

製造時に作成した、

認識合わせ用の内容を記載

DB設計書の内容



以下以下以下以下のののの機能機能機能機能をををを実装実装実装実装するするするする。。。。

�予約の登録（日時、メニュー）
�前回の情報を表示
�DB接続情報の設定化

２イテレーション目の開発計画

１イテレーション目

予約参照

機能

要件定義

開発計画

ドキュメン

ト

２イテレーション目

予約登録予約登録予約登録予約登録

機能機能機能機能

３イテレーション目

その他の

必要機能

開発

終了



２イテレーション目の開発

開発中・・・・

２イテレーション目の開発は

想定範囲内の為、特に問題発生せず



２２２２イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション目完了時目完了時目完了時目完了時ののののシステムシステムシステムシステム画面画面画面画面

予約参照予約参照予約参照予約参照/登録画面登録画面登録画面登録画面



２２２２イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション目完了時目完了時目完了時目完了時ののののシステムシステムシステムシステム画面画面画面画面

顧客情報参照画面顧客情報参照画面顧客情報参照画面顧客情報参照画面



要望項目要望項目要望項目要望項目のののの下記下記下記下記のののの機能機能機能機能をををを実装実装実装実装するするするする。。。。

�予約状況予約状況予約状況予約状況ののののカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー表示機能表示機能表示機能表示機能をををを追加追加追加追加

�担当者担当者担当者担当者のののの選択機能選択機能選択機能選択機能についてについてについてについて機能強化機能強化機能強化機能強化

�日付日付日付日付のののの入力機能入力機能入力機能入力機能についてについてについてについて機能強化機能強化機能強化機能強化

�予約予約予約予約のののの登録機能登録機能登録機能登録機能についてについてについてについて機能強化機能強化機能強化機能強化

３３３３イテレーションイテレーションイテレーションイテレーション目目目目のののの開発開発開発開発

１イテレーション目

予約参照

機能

要件定義

開発計画

ドキュメン

ト

２イテレーション目

予約登録

機能

３イテレーション目

そのそのそのその他他他他のののの

必要機能必要機能必要機能必要機能

開発

終了



３イテレーション目の開発

時間の関係により製造できず。

・・・開発する想定で設計のみ考える

想定できていない要望は

内部ロジックによっては、

大きなリスクになる。

短期間にリリースの

回数が多い。



第３章

　アジャイル開発を通しての評価



調査内容①

� 小さい単位で実装とテスト、レビューを繰り返すため、開発
プロジェクト全体のスケジュールや進捗が把握しにくい

� 最終リリースを厳密に定められない

スケジュールを管理しづらい



実践結果①

� 計画からのずれや変更、また、顧客要望の変更が発生し
た場合であっても、都度スケジュールの見直しを行い、正

確な作業工数を算出することができれば、全体を把握する

ことも可能。そのためには、コミュニケーションを積極的にと

ることが必要。

� リリース計画において、最終リリース日は決定している。

調査：スケジュールを管理しづらい

結果：見直しを都度行うことで管理可能



調査内容②

大規模なシステム開発では

収拾をつけにくい



実践結果②

� 開発途中で顧客要望を受け入れた場合、今回のような小
規模のシステム開発では、影響範囲が小さい。また、顧客

の要望自体も比較的予想可能なものであった。

� 逆に考えると、規模が大きくなると影響範囲は大きく、長い
開発期間の中で顧客要望が多様に変化することが予想さ

れる。

調査：大規模なシステム開発では

収拾をつけにくい

結果：大規模な開発への適用は困難



調査内容③

手段と目的が置き換わる場合がある



実践結果③

� 「１つのイテレーションがゴールではない」ことを理解した上
で開発を始めたが、振り返ると１つのイテレーションを終わ

らせることが目的となっていた。

� 最終成果物を見据えた開発（拡張性やコーディングルール
の作成等）を行うことができなかった。

調査：手段と目的が置き換わる場合がある

結果：目指すべき所を見失っていた



顧客から見たアジャイル開発

顧客顧客顧客顧客からからからから見見見見たたたたアジャイルアジャイルアジャイルアジャイル開発開発開発開発



顧客から見たアジャイル開発

� 重要な機能からリリースされ、動くシステムに触れることが
でき、システム全体のイメージをつかみやすい

� 開発が始まっても、要望の変更を受け入れてもらいやすく、
本当に使える、使いたいシステムに近づく

� 開発者任せではなく、プロジェクトの一員としてより良いシ
ステムとなるよう協力する必要がある



第４章

　まとめ



プロジェクト管理

� WFと同様もしくは、より細かい進捗管理が必要である
� 今回の開発ではイテレーションの期限を守れなかった

細かい単位でのスケジュール管理が必要である

開発者間の意思疎通のためのドキュメントが必須

� 意思疎通が難しい
� 開発時に設計書がそろっているわけでない為、
　 開発者間で認識が異なり、作業が止まる場面が見られた。



開発機能の変化

� 全体スケジュールを把握することが難しい
� 顧客ベースとなって仕様を決めるため、全体スケジュール
の把握が難しい

全体スケジュールにマージンをとる、

開発機能のトレードオフを行うなどの必要がある

� 正確な作業工数が把握しづらい
� 要望機能の変化に伴い、作業工数が変化する



機能的な品質

� 顧客満足度の高いシステムを作ることが出来る
� 段階的に機能の開発/リリースを行うため、各タイミングで
顧客の要望を反映することが可能となり、顧客が本当に要

望するシステムを作ることができる。

顧客のニーズを吸い上げることが可能なため、

よりよいシステムを作ることが出来る



開発の進め方

� イテレーションごとの見積もりを早く出す必要がある
� 短納期の開発が反復するため、イテレーションごとの工数
の見積もりを、スピーディーに出さなければならない。

� 見積もりを行いやすい環境（可読性の高いソース/熟知した
ＰＧが見積もる等）が必要である。

開発期間が短いため、拡張性のあるソースコードと

理解しやすいプログラミングが必須である



まとめ

導入時の利点

考慮すべき点

・顧客満足度の向上

・PGのスキルは高いものを要求される。
・ＷＦ開発に慣れてしまっているため、

　アジャイル開発に慣れる必要がある。



御清聴ありがとうございました。


